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1．緒言 

 Ｊリーグは、芝生の施設づくりや学校の校庭の芝

生化などを推進し、グラウンドや校庭、園庭の芝生化

を応援する活動を実施してきた（ＪリーグＨＰ）。芝

生化の推進において、その象徴となるサッカースタジ

アムでは、開幕当初から一貫して、常緑の天然芝のピ

ッチであることがスタジアム要項によって義務づけ

られ、それまで土のグラウンドが主流だった国内のス

ポーツターフの環境を大きく変えた。天然芝のピッチ

という条件がリーグに規定されたことが追い風とな

り、スタジアムの建設と同時に天然芝の普及も大きく

進んだが、常緑のピッチを通年で保つことは、季節間

の寒暖差が大きい日本においては困難を極めた。近年

では、冬季限定で寒地型芝の種をまく WOS（ウインタ

ー・オーバー・シーディング）などの管理技術の進歩・

普及もあり、芝全面が枯れるようなピッチコンディシ

ョンを目にする機会は減ったが、依然として生き物で

ある芝生の生育・管理においては、気候変動などの不

可抗力的な要因も含めた様々な条件に対応していく

ことが求められている。 

 スタジアムの利活用状況において、プロサッカー利

用は年間約 20～30 日程度であることを考えると、プ

ロスポーツの試合開催だけでなく、スポーツイベント、

コンサート、コンベンションなど多様な利用シーンを

想定することが求められていて、スマート・ベニュー

研究会（2013）や平田（2012）も、スポーツの試合以

外の興行利用による収益性の向上が必要であること

を指摘している。しかし、天然芝のピッチを有するス

タジアムにおいて、芝生の生育に問題が発生する懸念

がある。スポーツ庁（2016）は、芝生の養生や整備期

間による使用制限が生じることを、収益向上の際に支

障となることとして指摘している。イベントの利用日

数を増やしてスタジアムをプロフィットセンター化

していく上で、芝生の養生期間との調整が重要である

ことがうかがえる。芝生管理に関する動きに目を向け

ると、ビッグロール工法による養生期間の短縮や、ハ

イブリッド芝の導入による耐久性の向上、可動式ピッ

チ等で徐々に改善が図られていることが分かる。 

 しかし、学術研究に目を向けると、芝生に関連す

る研究は、古くから散見されるものの、サッカース

タジアムの利用・運営と芝生の管理を関連づけて言

及している研究はほとんど見当たらない。2つの関

連性を見出すためには、スタジアムマネジメントに

おける芝生管理の位置づけを理解する必要がある

が、そのためにはまず、芝生の管理の実態を整理す

ることが求められる。 

 

2．目的 

 本研究では、サッカースタジアムのピッチの芝生

管理コストを構成する要素を明らかにすることを目

的とする。また、その中で、単一のスタジアムのみ

に該当する要素に特に着目して考察・検討を試みる

ことで、これからのスタジアムマネジメントにおけ

る芝生管理の重要性を示唆する。 

 

3．方法 

 Ｊリーグクラブがホームスタジアムとして定める

全 52 スタジアムの中から、3 スタジアムを、本研究

の調査対象スタジアムとして選定した。各スタジア

ムのスタジアム統括担当者とグラウンズマンを対象

に１：２のグループインタビューを実施した。ま

た、本調査の準備段階で、スタジアム設計に精通す

る人物に予備調査を実施した。予備調査は、約 60 分

のインタビュー調査を実施し、本調査のインタビュ

ー内容の半構造化の参考とした。本調査は、約 90～

120 分のインタビュー調査を実施した。 

 得られたインタビューデータをテキスト化し、内容

分析を行い、芝生管理コストを構成する要素を分類し



て表にまとめた。カテゴリ分けの各段階において、研

究協力者との確認作業を実施することで、恣意性を排

除した。完成した表を調査対象者に共有し、各項目が

それぞれのスタジアムに該当しているかメンバーチ

ェッキング（確認作業）を行い、妥当性を担保した。 

 

4．結果と考察 

 芝生管理コストを構成する要素と考えられる 114

の語句が抽出された。抽出された語句は、58 の小カ

テゴリに分類された。カテゴリ分類段階において、

複数の中カテゴリに該当する小カテゴリが存在した

ため、最終的に、81 小カテゴリ、9中カテゴリ、6

大カテゴリに分類した表が完成した。そのうち 3 ス

タジアムすべてに共通して発生するコストが 30 小カ

テゴリ、単一スタジアムのみに該当するコストが 30

小カテゴリあることが分かった。 

表 芝生管理コストを構成する要素 

 

 ブライターフ／グローライトは、地理的・時期的な

要因やスタジアム構造によって日照が不足するピッ

チの芝生への補光装置であり、芝生の生育に必要な日

照量を補うことが可能であるとされている。 

 トライウェーブは、芝生の効率的な発芽を実現する

最新鋭の播種機器である。種使用量の削減だけでなく、

養生期間の短縮にも期待できる。 

 アンダークーリングシステムは、酷暑環境の寒地型

芝の維持に使用されている。ヒーティングシステムは、

寒冷な気候である欧州を中心に広く普及しているが、

クーリングシステムは世界的にも使用例が少ないと

されている。 

 開閉式屋根の開閉は、荒天時の芝生保護、酷暑時の

太陽光遮断などの緊急時の対応だけでなく、半開にし

て日照の角度を調整するといった管理技術に応用す

る役割も果たしている。 

 独自の保温シートの開発は、独自技術によって軽量

化を実現したエアーロールシートシステムによって

作業人員の削減と作業時間の短縮に成功している。採

光性も高く、効率的な地温上昇と保温性も実現してい

る。 

 ハイブリッド芝の導入は、人工芝繊維を地中に挿入

することで天然芝の強度を高め、損傷からの早期回復

を実現する芝種である。2018 年よりリーグ認可され

たＪリーグでのさらなる普及が期待される。 

 

5．結論 

 考察・検討した結果、とりわけブライターフ／グロ

ーライトの導入、トライウェーブの導入、アンダーク

ーリングシステムの導入、独自の保温シートの開発、

開閉式屋根の開閉、ハイブリッド芝の導入に関連する

コストを費やすことによって、スタジアム構造・立地

に起因する芝生生育条件の課題やスタジアムの多機

能利用・高稼働利用への対応を可能とし、これからの

スタジアムマネジメントにおける芝生管理の重要性

を特に示唆する項目であると推察した。 

 本研究で考察した芝生管理における取り組みは、す

べてのスタジアムに援用可能な技術ではないことに

注意が必要である。スタジアムごとに環境条件が異な

るため、あくまで参考として慎重に検討する姿勢が求

められる。 


